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■農村に訪れて行いたいこと 
　（消費者、複数回答（該当するものすべて）） 

■農村に訪れてもらうために取り組みたいこと 
　（農業者、複数回答（該当するものすべて）） 

地域特産品や 
新鮮な農産物の購入 

農産物直売所等による地域 
特産品や新鮮な農産物の販売 

田植え、稲刈りなどの 
農林漁業体験 

援農（農作業の手伝い）や 
景観保全等のための 

ボランティア活動の受け入れ 

ぶどう、いちご狩りなどの 
観光農園、観光牧場 

そば打ち、ジャム作りなどの 
農産物加工体験 

農家レストラン等による 
郷土食や地域の料理の提供 

農家民宿 

そ の 他  

取り組む意向はない 

無 回 答  

郷土食や地域の食材を 
用いた料理を味わうこと 

ぶどう、いちご狩りなどの 
観光農園、観光牧場の利用 

野外観察や自然散策 

そば打ち、ジャム作り 
などの農産物加工体験 

観光、スポーツなどの 
レジャー 

祭やイベント 
などへの参加 

田植え、稲刈りなどの 
農林漁業体験 

援農（農作業の手伝い）や 
景観保全等のボランティア活動 

そ の 他  

特にない 
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資料：平成12年度農林水産省情報交流ネットワーク事業　全国アンケート結果「都市と農村の交流に関する意識・意向について」 資料：平成12年度農林水産省情報交流ネットワーク事業　全国アンケート結果「都市と農村の交流に関する意識・意向について」 
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都市と農村を行き交う時代 立ち上がる農山漁村 
　都市住民はいま、農村の美しい景観や文化、自然とかかわった豊かな暮らし
を求めて、農村地域へ出かけはじめています。一方農村は、地域住民が減るな
か、都市と農村の共生・交流を求めて、グリーンツーリズムなど新しい取り組み
に活力を見いだしています。都市と農村、双方が行き交う新しいライフスタイル、
はじめてみませんか？ 

そうほう 

あんじょうし 

めいじようすい み　ど　り 

たい りゅうすい 

せいそう かだん 

アイティー 

写真提供：（社）農村環境整備センター 写真：島根県柿木村大井谷の棚田 

田んぼの学校支援センターホームページアドレス： 

http://www.acres.or.jp/tanbo/

「全国棚田オーナー制度」情報ホームページアドレス：　 

http://www.inakajin.or.jp/tanada/
tanada.html

都市と農村、何をどう考える？――次の豊かさへ 

ちょうこう 

かぎ 

ためんてききのう 

ひら 

　もしも農村がなくなり、日本中が都市化してしまったら、そ
こは人や生きものが生き続けることは不可能です。真夏の
都市で起きるヒートアイランド現象は、その兆候といえます。
土や水田を失った都市が、気温を調整できず、どんどん暑
くなってしまう現象です。 
　わたしたちは、農村を未来へつないでいけるでしょうか。
都市と農村の共生・交流が進み、農村への関心が急速
に高まってきています。両者が出会うことで、それぞれの
良さが高まりあい、発展してきているのです。そんななか、

農業の多面的機能や景観、文化などかけがえのない資
源を守っていく“鍵”となるのも、この共生・交流ではない
でしょうか。 
　ここまで「共に生きる都市と農村」の新たな動きを紹介し、
「次の豊かさ」を探してきました。都市に住む人にとっても、
農村に住む人にとっても、お互いの魅力を分かち合える
豊かな地域づくりが展開しています。わたしたち１人ひとり
が、この物語の主人公です。次に、あなたはどんな共生・交
流の道を切り拓き、どんな豊かさを見いだすでしょうか。　

【長野県飯田市】 
いいだし 

　京都府美山町は、現在も約270棟のかや
ぶき民家が残る「日本一のかやぶきの里」。
美しい町づくり条例を制定するほか、かや
ぶき民家を生かした都市交流がさかんです。
2003年の来町者は70万人で、民家を生かし
てのイベントや宿泊体験ツアー、修学旅行
生の受け入れも行っています。1993年には、
京阪神の美山町ファンを中心に「かやぶき
の里美山と交流する会」が発足し、「美山
町かやぶきの里保存基金」が積み立てら
れています。まずは、自分の好きな農村地
域を見つけて、ファンになってみませんか？ 

　兵庫県八千代町は、1993年から滞在型
市民農園を貸し出しています。山あいの地域
ゆえ、滞在してもらわなければ、ここの良さは
わかってもらえないと考え、開設したといい
ます。町には別荘付き市民農園が3施設あり、
それぞれ集落が運営し、集落戸数と約同数
の区画。都市と農村が対等な立場で地域
づくりを行うのが八千代流。自治会にも参加
してもらい、買い物も地元商店が中心となっ
ています。1年間契約ですが、8年以上の継
続者は31組で2家族が定住しました。地域
づくりにもかかわれるグリーンツーリズムです。 

　田んぼを生かして体験学習や環境学習
を行う「田んぼの学校」が全国各地で展開
中です。水土里ネットや地域の環境グループ、
ＮＰＯ、また農家が主体となり、その地域なら
ではの「田んぼの学校」が開催されています。
情報をチェックしてみてください。 

　現在、全国の棚田地域で「棚田（千枚田）
オーナー制度」が100カ所以上実施されて
います。一般的には、都市住民が1年間契
約で棚田1ａのオーナーとして田植えや稲
刈りなどを行い、棚田を通して農家と交流
しています。お気に入りの棚田へ出かけま
せんか？　 

せんまいだ 

み　ど　り 

やちよちょう 

けいやく 

みやまちょう 

けいはんしん 

 　都市と農山漁村の共生・対流を普及定着

させようと「オーライ！ニッポン大賞」が募集され、

栄えある第1回グランプリを長野県飯田市が

受賞しました。多彩なグリーンツーリズムの事

業展開が評価されたのでした。約200ものプ

ログラムをもつ体験教育旅行やワーキングホ

リデー、エコツアーなど地域資源がフル活用さ

れています。また、コーディネート組織「南信州

観光公社」が設立され、近隣地域にも取り組

みが広がっています。Ｉターンも増え、地域住民

が農業や

人生に誇

りをもちは

じめ、女性

の活躍す

る場がで

きたといいます。経済効果も直接効果3億円、

間接経済効果7億円になっています。 

　農林水産省では、農山漁村において「食」「バイオマス、
リサイクル」「ＩＴ導入」「農林水産物の輸出」「都市と農山
漁村の交流」という5分野を設け、自ら考え行動する地域の
代表として、30事例を「立ち上がる農山漁村」に選定して
います。 
 「都市と農山漁村の交流」の事例に、愛知県安城市など
8市にまたがる「水土里ネット明治用水」の取り組みがありま
す。ここは、農業が中心の地域でしたが、近年、都市化が

進んだことから水路の一部を整備し自
転車道や遊歩道、流水帯などをつくり、
地域に開放しています。これらの清掃や花壇の世話は、各
地で発足した住民ボランティア団体が自主的に行うなど、地
域内での都市と農村の交流が盛んなところです。 
　また、子どもたちに環境教育の機会を多く提供しており、
とくに小学生による「明治用水せせらぎサミット」は都市と農
村、双方から注目を集めています。 

ふきゅうていちゃく 

は 

きんりん 

ほこ 
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